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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吐出口からインクを吐出可能な記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドの前記吐出口をキャッピング可能なキャップと、
　前記記録ヘッドと前記キャップを相対的に接離させて、前記記録ヘッドに対する前記キ
ャップのキャッピング状態と非キャッピング状態を切り換えるキャッピング手段と、
　前記キャップの内部に負圧を導入する負圧導入手段と、
を有し、
　前記キャッピング状態で、前記負圧導入手段が前記キャップの内部に負圧を導入するこ
とにより回復動作を実行するインクジェット記録装置であって、
　前記キャッピング手段による前記記録ヘッドと前記キャップの接離方向と交差する方向
に前記キャップを移動させる移動手段と、
　前記キャップの内部と大気とを連通する連通路に設けられ、前記移動手段の前記キャッ
プを移動させる方向の動作に連動して、前記移動手段が前記キャップを移動させる力に基
づいて開閉動作する大気開放弁と、
　を有することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記大気開放弁を開閉する可動体と、
　前記移動手段によって変形する弾性体と、
を有し、



(2) JP 5878697 B2 2016.3.8

10

20

30

40

50

　前記可動体は、前記弾性体の変形に応じて移動することにより前記大気開放弁を開閉す
るものであって、前記移動手段による前記弾性体の変形が所定量を超えたときに前記大気
開放弁を閉じることを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記大気開放弁は、前記連通路の開口部と、前記可動体の移動に応じて前記開口部を開
放および密閉可能な弁部と、を含むことを特徴とする請求項２に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項４】
　前記開口部および前記弁部の少なくとも一方は、弾性材料によって形成されることを特
徴とする請求項３に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記弁部は、弾性部材を介して前記可動体に取り付けられることを特徴とする請求項３
または４に記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　前記移動手段によって移動される移動部と、
　前記移動部に取り付けられ前記キャップを支持するキャップ支持体と、
を有することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のインクジェット記録装
置。
【請求項７】
　前記キャップが前記負圧導入手段に対して着脱可能であることを特徴とする請求項１乃
至６のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクを吐出可能な記録ヘッドを用いて画像を記録するインクジェット記録
装置に関し、詳しくは、記録ヘッドのインクの吐出状態を良好に維持するための吸引回復
機能を備えたインクジェット記録装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録装置は、インクを吐出可能な複数のノズルを高密度に配置した記録
ヘッドを用いて高精細な画像を形成することができる。このインクジェット記録装置で用
いられる記録ヘッドの吐出口面には、ノズル内のインクを吐出するための吐出口が複数形
成されている。この吐出口の大きさは数十μ程度である。このように微小な吐出口からイ
ンクを吐出する記録ヘッドでは、インクの吐出が行われない状態が継続した場合に、ノズ
ル内のインクに増粘、あるいは固化が生じて、ノズルからの正常なインクの吐出が阻害さ
れるおそれがある。その対策として、インクが吐出されていない状態が一定時間以上継続
した場合に、ノズル内の増粘あるいは固化したインクを吐出口から外部に吸い出すことに
よって、ノズル内のインクをリフレッシュさせる処理が行われている。このような処理は
一般に吸引回復処理と称されており、この処理を実施する装置は、一般に吸引回復装置と
称されている。
【０００３】
　吸引回復装置には、記録ヘッドの吐出口面に密接して吐出口の周囲を覆うキャップと、
キャップと吐出口面とによって形成されている空間内に導入される負圧を発生するための
負圧発生手段と、が備えられている。キャップを含むキャップユニットには、吸引回復処
理時にキャップ内を密閉空間とし、かつ吸引回復処理時以外はキャップ内を大気圧にする
ための大気開放弁が備えられている。一般的な大気開放弁は、キャップ内につながる流路
に備わる開閉弁を専用のアクチュエータによって駆動する構成となっており、専用のアク
チュエータが必要であるため記録装置の小型化および低コスト化の弊害となっていた。
【０００４】
　特許文献１には、専用のアクチュエータを必要とせずに、記録ヘッドの移動を利用して
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開閉動作する大気開放弁が記載されている。具体的には、キャップ内につながる流路に大
気と連通する大気開放口を設け、その大気開放口の下方に、記録ヘッドの移動に連動する
弾性体が備えられている。記録ヘッドがキャップに接触しながら下方向に移動する際に、
その記録ヘッドの移動に連動して、弾性体が大気開放口に接触して密閉する構成となって
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４３１４８４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載の吸引回復装置は、記録ヘッドがキャップに接触した状態においては
、大気開放弁が密閉されていて、記録ヘッドの吐出口面とキャップとの間が密閉空間にな
っている。そのため、キャップ内の空気が外気温度の変化によって膨張した場合、その空
気が吐出口から記録ヘッド内に押し込まれて、記録ヘッドにインクの吐出不良が生じるお
それがある。また、キャップ内の空気が収縮した場合には、記録ヘッド内のインクが吐出
口から排出されて、インク漏れ等の不具合が生じるおそれがある。また、特許文献１には
、吸引回復処理を行う位置とは別の位置に、非記録動作時に記録ヘッドの吐出口面に密接
して吐出口を密閉可能な部材を別途設ける構成が記載されている。しかし、このように、
吐出口を密閉可能な部材を別途設けた場合には、記録装置の小型化および低コスト化を図
ることが難しくなる。
【０００７】
　本発明の目的は、特別なアクチュエータを必要とせずに、キャップの内部を大気に開放
可能な大気開放弁を開閉することにより、装置の小型化および低コスト化を図ることがで
きるインクジェット記録装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のインクジェット記録装置は、吐出口からインクを吐出可能な記録ヘッドと、前
記記録ヘッドの前記吐出口をキャッピング可能なキャップと、前記記録ヘッドと前記キャ
ップを相対的に接離させて、前記記録ヘッドに対する前記キャップのキャッピング状態と
非キャッピング状態を切り換えるキャッピング手段と、前記キャップの内部に負圧を導入
する負圧導入手段と、を有し、前記キャッピング状態で、前記負圧導入手段が前記キャッ
プの内部に負圧を導入することにより回復動作を実行するインクジェット記録装置であっ
て、前記キャッピング手段による前記記録ヘッドと前記キャップの接離方向と交差する方
向に前記キャップを移動させる移動手段と、前記キャップの内部と大気とを連通する連通
路に設けられ、前記移動手段の前記キャップを移動させる方向の動作に連動して、前記移
動手段が前記キャップを移動させる力に基づいて開閉動作する大気開放弁と、を有するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、キャップの移動力を利用して、キャップの内部を大気に開放可能な大
気開放弁を開閉することにより、特別なアクチュエータを必要とせずに大気開放弁を開閉
することができて、装置の小型化および低コスト化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態における記録装置の概略正面図である。
【図２】（ａ），（ｂ），（ｃ）は、記録ヘッドの待機状態から記録動作状態までの関連
動作の説明図である。
【図３】（ａ），（ｂ），（ｃ）は、記録ヘッドの待機状態から回復動作の実施状態まで
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の関連動作の説明図である。
【図４】図２における吸引回復装置の要部の模式図である。
【図５】図２における吸引回復装置の斜視図である。
【図６】図５における大気開放弁の拡大断面図である。
【図７】図５における吸引回復装置の長手方向に沿う断面図である。
【図８】（ａ）は、図５の吸引回復装置を下方から視た斜視図、（ｂ）は、その吸引回復
装置の分解斜視図である。
【図９】（ａ）は、大気開放弁の解放状態における要部の側面図、（ｂ）は、（ａ）のＩ
ＸＢ円部の拡大図、（ｃ）は、大気開放弁の解放状態における要部の概略構成図である。
【図１０】（ａ）は、大気開放弁の密閉状態における要部の側面図、（ｂ）は、（ａ）の
ＩＸＢ円部の拡大図、（ｃ）は、大気開放弁の密閉状態における要部の概略構成図である
。
【図１１】図５の吸引回復装置による回復動作を説明するためのフローチェートである。
【図１２】（ａ）は、本発明の第２の実施形態における大気開放弁が解放状態にあるとき
の要部の断面図、（ｂ）は、その大気開放弁が密閉状態にあるときの要部の断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態を例示的に説明する。ただし、以下の実
施形態に記載されている構成要素はあくまで例示であり、本発明の範囲をそれらのみに限
定する趣旨のものではない。
【００１２】
　この明細書において、「記録」（画像形成とも称する）とは、文字、図形等有意の情報
を形成する場合のみに限定されない。すなわち、有意無意を問わず、また人間が視覚で知
覚し得るように顕在化したものであるか否かを問わず、広く記録媒体上に画像、模様、パ
ターン等を形成する場合、または媒体の加工を行う場合も表すものとする。また、「記録
媒体」（シートとも称する）とは、一般的な記録装置で用いられる紙のみならず、広く、
布、プラスチック・フィルム、金属板、ガラス、セラミックス、木材、皮革等、インクを
受容可能なものも表すものとする。さらに、「インク」とは、上記の「記録」の定義と同
様広く解釈されるべきものである。すなわち、記録媒体上に付与されることによって、画
像、模様、パターン等の形成または記録媒体の加工、或いはインクの処理（例えば記録媒
体に付与されるインク中の色剤の凝固または不溶化）に供され得る液体を表すものとする
。
【００１３】
　（第１の実施形態）
　図１は、本実施形態のインクジェット記録装置１００の模式的な正面図であり、その記
録装置（以下、「プリンタ」ともいう）１００には吸引回復装置１０５が組み込まれてい
る。
【００１４】
　プリンタ１００には、このプリンタ１００に画像情報を送るためのホスト装置として、
ホストＰＣ（パソコン）１０１が接続されている。プリンタ１００には、インクを吐出可
能な４つの記録ヘッド１０２（１０２Ｋ、１０２Ｃ、１０２Ｍ、１０２Ｙ）が記録媒体（
ここでは、ロ－ル紙）Ｐの搬送方向（矢印Ａ方向）に並んで配置されている。４つの記録
ヘッド１０２Ｋ、１０２Ｃ、１０２Ｍ、１０２Ｙからは、それぞれブラック、シアン、マ
ゼンタ、イエローのインクを吐出される。これら４つの記録ヘッド１０２は、長尺なライ
ンヘッドであり、図１の紙面に直交する方向（矢印Ａ方向に直交する方向）に延びている
。これら４つの記録ヘッド１０２の長さは、プリンタ１００により記録可能な記録媒体の
内、最大の幅（図１の紙面に直交する方向の長さ）よりもやや長い。また、これら４つの
記録ヘッド１０２は、画像の記録動作中は固定されいて動かない。
【００１５】
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　４つの記録ヘッド１０２（１０２Ｋ、１０２Ｃ、１０２Ｍ、１０２Ｙ）の吐出口形成面
１０３（１０３Ｋ、１０３Ｃ、１０３Ｍ、１０３Ｙ）それぞれには、記録媒体の幅方向（
図１の紙面に直交する方向）に沿って配列された複数の吐出口が形成されている。記録ヘ
ッド１０２には、後述するインクタンクから供給されるインクを吐出口から吐出するため
の吐出エネルギー発生素子が備えられており、それらの吐出口と吐出エネルギー発生素子
などによってノズルが構成されている。吐出エネルギー発生素子としては、電気熱変換素
子（ヒータ）やピエゾ素子などを用いることができる。電気熱変換素子を用いた場合には
、その発熱によりインクを発泡させ、その発泡エネルギーを利用して吐出口からインクを
吐出させることができる。
【００１６】
　４つの記録ヘッド１０２がインクを安定して吐出できるように、プリンタ１００には、
吸引回復装置１０５が組み込まれている。この吸引回復装置１０５の吸引回復動作によっ
て、記録ヘッド１０２からのインクの吐出状態が良好な状態に維持される。吸引回復装置
１０５は、周知のように、ブレード、インク除去部材、ブレード保持部材、キャップ等か
ら構成されている。また、吸引回復装置１０５全体は、プリンタ１００からワンタッチで
脱着可能な構成となっており、サービスマンあるいはユーザーが所定のタイミングで交換
できるようになっている。
【００１７】
　吸引回復装置１０５には、キャップユニット２０１（２０１Ｋ、２０１Ｃ、２０１Ｍ、
２０１Ｙ）が着脱可能に備えられている。キャップユニット２０１には、吸引回復動作の
ときに、吐出口形成面１０３（１０３Ｋ、１０３Ｃ、１０３Ｍ、１０３Ｙ）に密着するキ
ャップ４１１（４１１Ｋ，４１１Ｃ、４１１Ｍ、４１１Ｙ）が取り付けられている。キャ
ップユニット２０１は、それぞれの記録ヘッド１０２（１０２Ｋ、１０２Ｃ、１０２Ｍ、
１０２Ｙ）に対して独立して設けられている。
【００１８】
　ロ－ル紙Ｐはロール紙供給ユニット１０６から供給され、プリンタ１００に組み込まれ
た搬送機構１０７によって矢印Ａ方向に搬送される。搬送機構１０７は、ロール紙供給ユ
ニット１０６から繰り出されるロ－ル紙Ｐを載置して搬送する搬送ベルト１０８、この搬
送ベルト１０８を回転させる搬送モータ１０９、および搬送ベルト１０８に張力を与える
ローラ１１０などから構成されている。
【００１９】
　ロ－ル紙Ｐに画像を記録する際には、ロール紙Ｐを矢印Ａ方向に連続的に搬送する。そ
して、そのロール紙Ｐにおける記録開始位置が記録ヘッド１０２Ｋの下方の記録位置に到
達したときから、記録データ（画像情報）に基づいて、記録ヘッド１０２Ｋにおける複数
の吐出口からブラックインクを選択的に吐出する。同様に、ロール紙Ｐにおける記録開始
位置が記録ヘッド１０２Ｃ、記録ヘッド１０２Ｍ、および記録ヘッド１０２Ｙの下方の記
録位置に到達したときから、記録データに基づいて、それらの記録ヘッドがシアン、マゼ
ンタ、およびイエローのインクを吐出する。これにより、ロ－ル紙Ｐにカラー画像が記録
される。プリンタ１００には、記録ヘッド１０２（１０２Ｋ、１０２Ｃ、１０２Ｍ、１０
２Ｙ）に供給されるインクを貯めておくメインタンク１１１（１１１Ｋ、１１１Ｃ、１１
１Ｍ、１１１Ｙ）が備えられている。さらにプリンタ１００には、記録ヘッド１０２に対
してインクを供給したり、回復動作をしたりする各種ポンプなどが備えられている。
【００２０】
　図２（ａ），（ｂ），（ｃ）は、記録ヘッド１０２と吸引回復装置１０５との関連動作
の説明図である。記録ヘッド１０２は、不図示の移動機構によって矢印Ｂ１，Ｂ２の上下
方向に移動可能であり、吸引回復装置１０５は、駆動機構２００によって、図２（ａ）中
の左右方向（図１中紙面の表裏方向、搬送方向と交差する幅方向）に移動可能である。吸
引回復装置１０５は、スライドフレーム１０５Ａの定位置に着脱可能に装着され、そのス
ライドフレーム１０５Ａは、ガイド部材２０２によって矢印Ｃ１，Ｃ２方向に移動可能に
ガイドされている。スライドフレーム１０５Ａに対しては、後述するように、弾性体９０
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２と連結プレート（可動体）９０１を介してタイミングベルト２０３が連結されている。
スライドフレーム１０５Ａは、モータ２０４の正転および逆転により、タイミングベルト
２０３、弾性体９０２、および連結プレート９０１を介して、吸引回復装置１０５および
キャップユニット２０１と共に矢印Ｃ１，Ｃ２方向に移動する。また、吸引回復装置１０
５には、後述するブレード３０１が備えられている。
【００２１】
　図２（ａ）は、記録ヘッド１０２の待機状態を示し、キャップユニット２０１における
キャップ４１１が吐出口形成面１０３に密着している。キャップユニット２０１には、負
圧を発生させるためのポンプユニット（負圧導入手段）４１０がチューブ４０２を介して
接続されている。
【００２２】
　このような待機状態において、ホストＰＣ１０１から記録開始の指示を受けると、図２
（ｂ）のように、記録ヘッド１０２が矢印Ｂ１方向に移動される。その後、図２（ｃ）の
ように、吸引回復装置１０５が矢印Ｃ２方向の退避位置に移動してから、記録ヘッド１０
２が矢印Ｂ２方向に移動して、所定の記録動作位置まで下降する。記録ヘッド１０２は、
この記録動作位置において、記録データに基づいてインクを吐出する記録動作を開始する
。吸引回復装置１０５は、位置検出センサ２０５によって検出される位置まで移動する。
【００２３】
　記録動作の終了後は、図２（ｂ）のように、記録ヘッド１０２が矢印Ｂ１方向に移動し
てから、吸引回復装置１０５が矢印Ｃ１方向のキャップ位置に移動する。そのキャップ位
置は、キャップユニット２０１におけるキャップ４１１が記録ヘッド１０２の吐出口をキ
ャッピング可能な位置である。その後、図２（ａ）のように、キャップ４１１が吐出口形
成面１０３に密着するまで、記録ヘッド１０２が矢印Ｂ２方向に移動して待機状態に戻る
。
【００２４】
　図３（ａ），（ｂ），（ｃ）は、吸引回復装置１０５に備わるブレード３０１を用いて
、吐出口形成面１０３に付着したインクを除去するワイピング動作の説明図である。ワイ
ピング動作は、画像の記録不良の原因となる吐出口形成面１０３に付着したインクや紙粉
等を除去するための動作であり、弾性のブレード３０１を吐出口形成面１０３に押し当て
ながら移動させる。
【００２５】
　図３（ａ）は、図２（ａ）と同様の記録ヘッド１０２の待機状態を示し、キャップユニ
ット２０１におけるキャップ４１１が吐出口形成面１０３に密着している。この待機状態
おいて、ホストＰＣ１０１からワイピング動作開始の指示を受けると、図３（ｂ）のよう
に、記録ヘッド１０２が矢印Ｂ１方向に移動し、吸引回復装置１０５が矢印Ｃ２方向に移
動する。その後、上下方向において、ブレード３０１の先端が吐出口形成面１０３の位置
に対して所定量の進入するように、記録ヘッド１０２が矢印Ｂ２方向に移動してから、図
３（ｃ）のように、吸引回復装置１０５が矢印Ｃ１方向に移動する。このときに、ブレー
ド３０１が吐出口形成面１０３に付着したインクや紙粉などの異物を払拭する。その払拭
が終了した後は、記録ヘッド１０２と吸引回復装置１０５が図３（ａ）の待機状態に戻る
。
【００２６】
　本例においては、２枚のブレード３０１を用いる構成となっている。しかし、吐出口形
成面１０３に付着したインクや紙粉等を十分に除去可能であれば、ブレード３０１の枚数
は特に限定されるものではない。
【００２７】
　図４は、吸引回復装置１０５におけるキャップユニット２０１の部分の概略構成図であ
る。吸引回復装置１０５は、前述したように、キャップ４１１が記録ヘッド１０２の吐出
口形成面１０３と対向するキャップ位置に移動可能である。ポンプユニット４１０には、
負圧を発生するためのポンプ４０１と、その負圧を一時的に蓄える圧力調整室４０３と、
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圧力調整室４０３内の負圧を吸引回復装置１０５に瞬時に付与するために流路を開閉する
回復弁４０４と、が備えられている。ポンプ４０１としては、構成が簡単でかつ動作が停
止している待機時に流路を遮断可能なチューブポンプ等が一般的に使用される。しかし、
これに限定されるものではなく、ポンプ４０１として、負圧を発生可能な種々のポンプを
用いることができる。
【００２８】
　キャップユニット２０１は、記録ヘッド１０２の吐出口を乾燥から守るものであり、吸
引回復動作時には、ポンプ４０１から導入した負圧を記録ヘッド１０２の吐出口に作用さ
せる。キャップユニット２０１（２０１Ｙ、２０１Ｍ、２０１Ｃ、２０１Ｋ）は、対応す
る吐出口形成面１０３（１０３Ｙ、１０３Ｍ、１０３Ｃ、１０３Ｋ）に接触する弾性のキ
ャップ４１１（４１１Ｙ、４１１Ｍ、４１１Ｃ、４１１Ｋ）を含む。それらのキャップ４
１１は、ベース４１２（４１２Ｙ、４１２Ｍ、４１２Ｃ、４１２Ｋ）と、蛇腹形状の弾性
ジョイント４０６（４０６Ｙ、４０６Ｍ、４０６Ｃ、４０６Ｋ）と、を介してキャップフ
レーム４０５に取り付けられている。キャップ４１１は、キャップフレーム４０５の内部
の圧力室４０７に対し、変形可能な蛇腹形状の弾性ジョイント４０６を介して接続される
。そのため、キャップ４１１を吐出口形成面１０３に接触させた後、記録ヘッド１０２を
下方に所定量移動させた状態においても、キャップ４１１の内部と圧力室４０７との間の
流通状態が維持される。本例では、弾性ジョイント４０６を蛇腹状とした。しかし、弾性
ジョイント４０６の形状はこれに限定されるものではなく、キャップ４１１が接触する記
録ヘッド１０２が下方に移動したときにも、キャップ４１１の内部と圧力室４０７との間
の流通状態を維持できるものであればよい。
【００２９】
　圧力室４０７は、弾性ジョイント４０６（４０６Ｙ、４０６Ｍ、４０６Ｃ、４０６Ｋ）
のそれぞれの直下に位置する共通の圧力室として形成されており、ポンプユニット４１０
からの負圧をキャップ４１１の内部に同時にかつ効率よく導入する構成となっている。キ
ャップ４１１の内部は、弾性ジョイント４０６、圧力室４０７、および連通路４１３を通
して大気に連通されており、その連通路４１３に大気開放弁５０１が設けられている。ま
た、圧力室４０７には、その内部を弾性ジョイント４０６（４０６Ｙ、４０６Ｍ、４０６
Ｃ、４０６Ｋ）に連通させる流路４０８（４０８Ｙ、４０８Ｍ、４０８Ｃ、４０８Ｋ）と
、チューブ４０２が接続される接続部４０９と、が形成されている。
【００３０】
　図５は、吸引回復装置１０５の斜視図である。吸引回復装置１０５は、プリンタ１００
側のスライドフレーム１０５Ａの定位置に着脱可能であり、プリンタ１００に接続された
ときに、接続部４０９は封止部材５０２によって封止される。
【００３１】
　図６は、大気開放弁５０１の一部分の拡大断面図である。キャップフレーム４０５に設
けられたボス４０５Ａに大気開放口６０１が形成され、その開口端部に弾性材料により形
成された筒状のバルブ６０２が取り付けられている。後述するように、弁プレート（弁部
）９０４によって、バルブ６０２の先端のリブ（開口部）６０３が押し潰されることによ
り、バルブ６０２が大気開放口６０１を閉じる。これにより、圧力室４０７に連通する大
気開放口６０１と大気との間の連通が遮断される。これらのリブ６０３および弁プレート
９０４によって、大気開放口６０１を開放および密閉可能な大気開放弁５０１が構成され
る。
【００３２】
　図７は、吸引回復装置１０５のキャップフレーム４０５に対するキャップユニット２０
１の取り付け部分の説明図である。キャップフレーム４０５には、固定部材７０１によっ
て弾性ジョイント４０６が取り付けられており、固定部材７０１とベース４１２との間に
は圧縮ばね７０４が介在されている。また、キャップフレーム４０５とベース４１２との
間にも圧縮ばね７０２が介在されている。圧縮ばね７０４は、キャップユニット２０１を
吐出口形成面１０３に接触させる際の押圧力を付与する機能と、圧縮された弾性ジョイン
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ト４０６を復元させる機能と、を発揮する。弾性ジョイント４０６は、圧縮されたまま長
時間放置された場合に、その永久ひずみの影響によって元の形状に復元不可能となるおそ
れがあるため、圧縮ばね７０４によって、弾性ジョイント４０６の復元を保障する。圧縮
ばね７０２は、キャップユニット２０１を吐出口形成面１０３に接触させる際の押圧力を
付与する。これら６つの圧縮ばね７０２，７０４によって、吐出口形成面１０３に対する
キャップユニット２０１の押圧力を確保している。
【００３３】
　本例では、キャップユニット２０１の押圧力を確保するために圧縮ばね７０２，７０４
を用いた。しかし、圧縮ばねを用いる構成に代えて、他の構成を採用してもよく、要は、
キャップユニット２０１とキャップフレーム４０５とを離間させる方向の付勢力を作用さ
せることができればよい。また、圧縮ばねの使用数も６つに限定されない。共通の圧力室
４０７は、キャップユニット２０１の下方に位置するように、キャップフレーム４０５と
圧力室カバー７０３との間に形成されている。
【００３４】
　図８（ａ）は、吸引回復装置１０５を下側から視た斜視図、図８（ｂ）は、吸引回復装
置１０５におけるキャップフレーム４０５と圧力室カバー７０３の分解斜視図である。
【００３５】
　キャップフレーム４０５の下面部には、キャップユニット２０１に連通する流路４０８
と、ポンプユニット４１０に接続される接続部４０９と、大気開放弁５０１に接続される
ボス（接続部）４０５Ａと、が形成されている。このキャップフレーム４０５の下面部に
圧力室カバー７０３が接着されることにより、それらの間に空間が形成される。圧力室カ
バー７０３には、キャップフレーム４０５との接着面よりも一段低い位置に、流路４０８
と接続部４０９との間を連通する流路８０２Ａを形成する溝部と、流路４０８と接続部８
０１との間を連通する流路８０２Ｂを形成する溝部と、が設けられている。流路８０２Ａ
によって圧力室４０７が形成される。本例では、流路８０２Ａ，８０２Ｂを圧力室カバー
７０３側に形成しているが、これらをキャップフレーム４０５側に形成してもよい。また
、キャップフレーム４０５と圧力室カバー７０３との接着方法は、それらの間の気密性が
確保可能であれば特に限定されず、例えば、超音波溶着、接着剤による接着等であっても
よい。
【００３６】
　図９（ａ），（ｂ），（ｃ）は、記録ヘッド１０２が待機状態にあるときの吸引回復装
置１０５の説明図であり、記録ヘッド１０２の吐出口がキャップユニット２０１により密
閉され、大気開放弁５０１が開放されている。図９において、（ａ）は、待機位置にある
吸引回復装置１０５の側面図、（ｂ）は、（ａ）のＩＸＢ円部の拡大図、（ｃ）は、吸引
回復装置１０５と大気開放弁５０１との関係を説明するための要部の概略構成図である。
図１０（ａ），（ｂ），（ｃ）は、回復動作時における吸引回復装置１０５の説明図であ
り、大気開放弁５０１が密閉されている。図１０において、（ａ）は、回復動作時におけ
る吸引回復装置１０５の側面図、（ｂ）は、（ａ）のＸＢ円部の拡大図、（ｃ）は、吸引
回復装置１０５と大気開放弁５０１との関係を説明するための要部の概略構成図である。
【００３７】
　吸引回復装置１０５が定位置に装着されるスライドフレーム１０５Ａには、弾性体９０
２（本例の場合は、圧縮スプリング）を介して連結プレート（可動体）９０１が連結され
ている。連結プレート９０１は、スライドフレーム１０５Ａに対して矢印Ｃ１，Ｃ２方向
に移動可能にガイドされており、その移動可能な範囲は所定の範囲に規制されている。連
結プレート９０１は、動力伝達手段としてのベルト２０３を介して駆動機構２００に連結
されており、スライドフレーム１０５Ａは、ベルト２０３、連結プレート９０１および弾
性体９０２を介して矢印Ｃ１，Ｃ２方向に移動される。スライドフレーム１０５Ａは、少
なくとも矢印Ｃ１方向（一方向）に移動されるときに、ベルと２０３からの移動力が連結
プレート９０１および弾性体９０２を介して伝達されればよい。連結プレート９０１には
、弁プレート９０４が矢印Ｃ１，Ｃ２方向にスライド可能に備えられており、その移動可
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能な範囲は所定の範囲に規制されている。弁プレート９０４は、圧縮ばね（弾性部材）９
０５によって矢印Ｃ１方向に付勢されている。
【００３８】
　図９の待機状態においては、ベルト２０３、連結プレート９０１、弾性体９０２、およ
びスライドフレーム１０５Ａを介して、吸引回復装置１０５が矢印Ｃ１方向に移動され、
キャップフレーム４０５が位置決めブロック（ストッパ）９０３に当接している。これに
より、吸引回復装置１０５が矢印Ｃ１方向の移動限界位置に止められている。この待機状
態において、弾性体９０２は所定量以下に圧縮される程度であり、連結プレート９０１が
大気開放弁５０１のリブ６０３から離されて、大気開放弁５０１が開放されたままとなっ
ている。回復動作時は、このような待機状態から、ベルト２０３、連結プレート９０１、
弾性体９０２、およびスライドフレーム１０５Ａを介して、吸引回復装置１０５に矢印Ｃ
１方向の移動力をさらに加える。吸引回復装置１０５はブロック９０３に当接しているた
め、図１０のように、弾性体９０２のさらなる圧縮を伴って連結プレート９０１が矢印Ｃ
１方向に移動する。そして、弾性体９０２の変形量が所定量を越えたときに、弁プレート
９０４が大気開放弁５０１のリブ６０３に密着して、その大気開放弁５０１を閉じる。
【００３９】
　図１１は、このような回復動作を含む一連の動作を説明するためのフローチャートであ
る。
【００４０】
　前述したように、図９の待機状態においては、弾性体９０２が所定量以下に圧縮された
まま、吸引回復装置１０５が位置決めブロック９０３によって矢印Ｃ１方向の移動限界位
置に止められており、大気開放弁５０１が開放されている。このような待機状態において
、ホストＰＣ１０１から吸引回復動作を実施する指令が入ると、駆動機構２００によって
、弾性体９０２のさらなる圧縮を伴って連結プレート９０１が矢印Ｃ１方向に変位される
。これにより、弁プレート９０４が大気開放弁５０１のリブ６０３に密着して、その大気
開放弁５０１を閉じる（ステップＳ１）。その際、吸引回復装置１０５を含む構成部品の
公差のバラツキが大きかった場合には、弁プレート９０４がリブ６０３に密着しなくなる
おそれがある。そのため、連結プレート９０１と弁プレート９０４との間に圧縮ばね９０
５が備えられている。すなわち、弁プレート９０４がリブ６０３に接触してから、圧縮ば
ね９０５の圧縮を伴って、弁プレート９０４が確実にリブ７６０３に密着する。
【００４１】
　その後、回復弁４０４（図４参照）を閉じ（ステップＳ２）、ポンプユニット４１０の
ポンプ４０１を動作させて（ステップＳ３）、圧力調整室４０３（図４参照）に負圧を溜
める。その後、所定時間の経過を待ってから（ステップＳ４）、ポンプ４０１の動作を停
止させる（ステップＳ５）。その後、回復弁４０４を開放することにより（ステップＳ６
）、圧力調整室４０３内に蓄積された負圧が瞬時にキャップユニット２０１内に導入され
る。その負圧によって、記録ヘッド１０２内のインクが吐出口からキャップユニット２０
１内に吸引排出（吸引回復動作）される。その後、所定時間の経過を待ってから、記録ヘ
ッド１０２をキャップユニット２０１から離すように、記録ヘッド１０２を図１０中の上
方に移動させる（ステップＳ７）。これにより、キャップユニット２０１内は大気に開放
される。
【００４２】
　次に、駆動機構２００によって、吸引回復装置１０５に対して矢印Ｃ２方向の移動力を
加える。これにより、まずは、圧縮ばね９０５および弾性体９０２の復元を伴って、連結
プレート９０１が矢印Ｃ２方向に変位し、弁プレート９０４がリブ６０３から離間して大
気開放弁５０１を開放する（ステップＳ８）。その後、連結プレート９０１と共に吸引回
復装置１０５が矢印Ｃ２方向に移動し、ブレード３０１によって、記録ヘッド１０２の吐
出口形成面１０３に付着したインクや紙粉などの異物を払拭（ワイピング動作）する（ス
テップＳ９）。吸引回復装置１０５を矢印Ｃ２方向に移動させるための移動力は、弾性体
９０２を介して伝達してもよく、それを介さずに伝達してもよい。
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【００４３】
　回復動作（吸引回復動作およびワイピング動作）が終了した後は、大気開放弁５０１が
開放状態に維持されて、キャップユニット２０１内が大気と連通する状態となる。そのた
め、キャップユニット２０１内あるいは圧力調整室４０３内の空気が外気の温度変化によ
り膨張あるいは収縮をしたとしても、その空気は記録ヘッド１０２の吐出口に作用しない
。例えば、キャップユニット内の空気が外気温度の変化によって膨張した場合に、その空
気が吐出口から記録ヘッド内に押し込まれるおそれはない。また、キャップユニット内の
空気が収縮した場合に、記録ヘッド内のインクが吐出口から排出されるおそれもない。し
たがって、記録ヘッドにおけるインクの吐出不良やインク漏れなどが生じるおそれがなく
、記録ヘッドのインクの吐出状態を良好に維持して、高品位の画像を記録することができ
る。
【００４４】
　本例においては、キャップユニット内に負圧を付与してから所定時間の経過後に、その
キャップユニット内を大気に開放するために、記録ヘッドをキャップユニットから離すよ
うに、その記録ヘッド上方に退避させた（ステップＳ７）。しかし、このように記録ヘッ
ドを退避させる代りに、弁プレートがリブから離間して大気開放弁を開放するように、連
結プレートを矢印Ｃ２方向に移動させてもよい。また、本例においては、大気開放弁を密
閉してからポンプユニットの圧力調整室内に負圧を溜めたが、その圧力調整室内に負圧を
溜め終わってから、大気開放弁を密閉し、その後、回復弁を開放して吸引回復処理を行っ
てもよい。
【００４５】
　このように、本実施形態においては、特別なアクチュエータを用いることなく吸引回復
装置の移動を利用して、キャップ内と大気との間の流路を開閉するため、記録装置の小型
化および低コスト化を図ることができる。
【００４６】
　（第２の実施形態）
　以下、本発明の第２の実施形態を図１２に基づいて説明する。ただし、第１の実施形態
と同様の部分については説明を省略し、本実施形態の特徴的な部分について説明する。
【００４７】
　本実施形態の場合には、第１の実施形態において大気開放弁５０１が接続されるボス（
接続部）４０５Ａに、大気開放口１１０１が形成され、連結プレート９０１に、弁プレー
ト１１０３、圧縮プレート１１０２、および圧縮ばね１１０４が取り付けられる。弁プレ
ート１１０３は、連結プレート９０１に対して矢印Ｃ１，Ｃ２方向に移動可能に取り付け
られ、圧縮ばね１１０４は、弁プレート１１０３を矢印Ｃ１方向に付勢し、圧縮プレート
１１０２は弁プレート１１０３の先端に取り付けられている。圧縮プレート１１０２は、
ゴムなどの弾性部材によって形成されており、大気開放口１１０１に密着することによっ
て、その大気開放口１１０１を密閉することができる。
【００４８】
　図１２（ａ）は、大気開放口１１０１が開放されている待機状態を示し、その大気開放
口１１０１を密閉するときには、前述した実施形態と同様に、弾性体９０２の変形を伴っ
て連結プレート９０１を矢印Ｃ１方向に移動させる。この連結プレート９０１の移動によ
り、図１２（ｂ）のように、圧縮ばね１１０４の圧縮を伴って圧縮プレート１１０２が大
気開放口１１０１に密着して、その大気開放口１１０１を密閉する。このように、連結プ
レート９０１の移動によって、大気開放口１１０１を開放および密閉することができる。
【００４９】
　本実施形態においても、キャップの内部と大気との間の流路を開閉するために、特別な
アクチュエータを用いることなく吸引回復装置の移動を利用するため、記録装置の小型化
および低コスト化を図ることができる。
【００５０】
　（他の実施形態）
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　本発明は、種々の記録方式の記録装置に対して広く適用することができ、例えば、前述
した実施形態のようなフルライン方式の記録装置の他、記録ヘッドの移動を伴って画像を
記録するシリアルスキャン方式の記録装置に対しても適用することができる。シリアルス
キャン方式の記録装置においては、記録ヘッドを主走査方向に移動させつつ、その記録ヘ
ッドからインクを吐出する動作と、その主走査方向と交差する副走査方向に記録媒体を所
定量搬送する動作と、が交互に繰り返される。
【００５１】
　また、弾性体９０２は、少なくとも吸引回復装置１０５を矢印Ｃ１方向に移動させるた
めの移動力の伝達系中に介在して、弾性変形するものであればよい。したがって、弾性体
９０２は、矢印Ｃ１方向の移動力によって圧縮変形するもののみに特定されず、その移動
力によって伸長変形されるものであってもよい。また、大気開放弁を構成するリブ６０３
および弁プレート９０４の少なくとも一方は、弾性材料によって形成することが望ましい
。
【００５２】
　上述した実施形態においては、ガイド部材２０２によってスライド自在にガイドされる
スライドフレーム１０５Ａの定位置に、吸引回復装置１０５を着脱可能に装着した。しか
し、ガイド部材２０２によって、吸引回復装置１０５のキャップフレーム４０５をスライ
ド自在にガイドして、そのキャップフレーム４０５を移動させるようにしてもよい。この
場合には、キャップフレーム４０５をブロック９０３と当接可能とすればよい。
【符号の説明】
【００５３】
　１０２　記録ヘッド
　２００　駆動機構（移動手段）
　４０５　キャップフレーム
　４１０　ポンプユニット（負圧導入手段）
　４１１　キャップ
　５０１　大気開放弁
　６０３　リブ（開口部）
　９０１　連結プレート（可動体）
　９０２　弾性体
　９０３　ブロック（ストッパ）
　９０４　弁プレート（弁部）
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